
Ｇ２０観光大臣会合実行委員会 第３回総会 次第

令和元年(2019年)5月7日(火) 15:30～16:00

場所：赤れんが庁舎2階2号会議室

開 会

挨 拶

議 題

１ Ｇ２０観光大臣会合について

２ Ｇ２０観光大臣会合開催に向けた主な取組について

３ その他

閉 会

【資 料】

資料１ ：Ｇ２０観光大臣会合について

資料２ ：Ｇ２０観光大臣会合に向けた主な取組について

参考資料１：持続可能な観光による地域創生 国際シンポジウム

～住んでよし、訪れてよしの地域づくり～

参考資料２：Ｇ２０観光大臣会合写真コンテスト作品募集

みんなに伝えたい北海道の魅力発信！



【委員】
所　属 役　職 名　前 備考

北海道 知事 鈴木　直道

倶知安町 町長 文字　一志

北海道市長会 欠席 会長に表決を委任

北海道町村会 常務理事 柴田　達夫 代理

北海道経済連合会　 会長 髙橋　賢友

北海道経済同友会 代表幹事 石井　純二

(一社)北海道商工会議所連合会 会頭 岩田　圭剛

北海道商工会連合会 専務理事 戸澤　孝一 代理

(公社)北海道観光振興機構 会長 堰八　義博

北海道農業協同組合中央会 会長 飛田　稔章

ホクレン農業協同組合連合会 会長 内田　和幸

北海道漁業協同組合連合会 代表理事常務 菊池　元宏 代理

北海道木材産業協同組合連合会 会長 松原　正和

倶知安Ｇ２０観光大臣会合推進町民会議 会長 文字　一志

後志町村会 会長 山本　栄二

後志観光連盟 会長 文字　一志

Ｇ２０ＭＴＭ学生サポーターズ 代表発起人 前田　麻里

(独)日本貿易振興機構北海道貿易情報センター 所長 白石　薫

【顧問】
所　属 役　職 名　前 備考

北海道議会 欠席

後志町村議会議長会 会長 岩井　英明

倶知安町議会 欠席

北海道総合通信局 局長 髙野　潔

北海道経済産業局 局長 牧野　剛

北海道開発局 局長 水島　徹治

北海道運輸局 局長 大髙　豪太

【事務局】
所　属 役　職 名　前 備考

北海道総合政策部 総合政策部長 小野塚　修一

G20観光大臣会合実行委員会事務局
(北海道総合政策部国際局)

事務局長
(G20観光大臣会合担当局長)

中島　俊明

Ｇ２０観光大臣会合実行委員会 第3回総会　出席者



資料 １  
Ｇ２０観光大臣会合について  

〇開催時期 ２０１９年１０月２５日（金）、２６日（土） 

〇開催場所 ニセコ HANAZONOリゾート（倶知安町字岩尾別） 

 〇人数規模 150～200名程度（G20国､ｽﾍﾟｲﾝ､UNWTO（世界観光機関）等） 

〇主な日程（案） 

   ・10月 25日（金） 

     日中 高級実務者級会合    

〔主催〕観光庁    〔場所〕ニセコ HANAZONOリゾート 

     夕方 地元歓迎レセプション  

〔主催〕実行委員会〔場所〕ヒルトンニセコビレッジ 

   ・10月 26日（土） 

     日中 大臣会合 

〔主催〕観光庁  〔場所〕ニセコ HANAZONOリゾート 

     夕方 政府主催レセプション 

〔主催〕観光庁  〔場所〕未定 

   ・10月 27日（日） 

     日中 エクスカーション、交流事業など 

〔主催〕実行委員会〔場所〕未定   
＜ ５月の高級実務者級会合（準備会合）＞ 

 

〇開催時期 ２０１９年５月２４日（金） 

 〇開催場所 ニセコ HANAZONOゴルフクラブハウス（倶知安町字花園） 

  〇人数規模 60名程度（G20国､ｽﾍﾟｲﾝ､UNWTO（世界観光機関）等） 

 〇参加クラス 事務次官級を想定（ただし、本国課長級、駐日大使館等の場合あり） 

 〇主な日程（案） 

   ・５月 23日（木） 

     18:30 地元歓迎レセプション  

〔主催〕実行委員会〔場所〕SKYE NISEKO 

   ・５月 24日（金） 

     午前 高級実務者級会合    

〔主催〕観光庁 〔場所〕ニセコ HANAZONOゴルフクラブハウス 

     14:00 公開シンポジウム     

〔主催〕観光庁、倶知安町、実行委員会〔場所〕倶知安町公民館 

     夕方 政府主催レセプション 

         〔主催〕観光庁 〔場所〕ヴィラルピシア 

   ・５月 25日（土） 

     午前 視 察          

〔主催〕観光庁  〔場所〕ニセコ HANAZONOリゾート 
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Ｇ２０観光大臣会合開催に向けた主な取組について   

実行委員会が主催する事業のほか、大臣会合の開催とあわせて企業や団体が実施する様々な事業

（連携事業）をＧ20 観光大臣会合推進事業に位置付け、オール北海道で取組を展開する。   
 

１ 気運醸成（広報・啓発活動）                                   会合の開催を幅広く道民に周知をして、開催気運の盛り上げを図る。                          
                                                      

告知用ポスター 

■ ウェルカム・キャッチフレーズ 

・募集期間  2018年 12月 14日（金）～2019年 1月 15日（火） 

・応 募 数  583作品 

・審査選考  2019年 2月 13日、審査選考委員（６名） 

・審査結果  最優秀賞（１作品） 

           「ようこそ北海道・倶知安へ ここから始まる観光の未来」 

            ・作  者 宮崎 英明（みやざき ひであき）さん （大阪府 無職） 

優秀作品（２作品） 

「ようこそ！北の大地へ ようこそ！かがやく観光の未来」 

  ・作  者 山野 大輔（やまの だいすけ）さん （大阪府 会社員） 

「北海道から世界へ 観光の力で 新たな未来を」 

  ・作  者 大谷 聡（おおたに さとし）さん （苫前郡羽幌町 公務員） 

・発 表  2019年 3月 1日（金） 

■ 告知用ポスター 

・掲出期間  2019年３月～2019年６月下旬 

・掲出箇所  公共施設、各企業等ほか 

・枚   数  2000枚 

・種 類 等  １種類（ウェルカム・キャッチフレーズを掲載） 
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道庁本庁舎（横断幕）                倶知安町役場（懸垂幕） 

  

後志総合振興局（懸垂幕）              後志総合振興局（ステッカー） 
 

                  

   倶知安駅（横断幕）            <イメージ>  新千歳空港ターミナルビル（バナー）  

■ 横断幕・懸垂幕など 

 ・掲出期間  2019年１月４日（金）～2019年 10月末 

 ・掲出場所  北海道庁本庁舎 １階 ロビー  

北海道後志総合振興局 外壁・庁舎内階段 

倶知安町役場 外壁 

ＪＲ倶知安駅 外壁 

新千歳空港ターミナルビル ２階 センタープラザ 
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<イメージ>  カウントダウンモニュメント 

           

■ みんなに伝えたい北海道の魅力発信！ Ｇ２０観光大臣会合写真コンテスト 

・募集期間  2019年４月１日（月）～５月１０日（金） 

・主   催  Ｇ20ＭＴＭ学生サポーターズ、Ｇ20観光大臣会合実行委員会   

・協   賛  ＪＡようてい 

・応募資格  なし 

・参加方法  北海道内で撮影された自然・景観、歴史、アート・カルチャー、見学と体験、食・グルメ等 

・募集部門  ①現像写真部門 ②Instagram部門 

・表   彰  ①現像写真真部門：最優秀賞、優秀賞 ②Instagram 部門：Instagram賞、いいね！賞 
■ カウントダウンモニュメント設置〔予定〕 
・日   時  2019年５月 

・設置場所  新千歳空港ターミナルビル 

・協   賛  サッポロビール㈱ 

■ 歓迎用ポスター〔予定〕 
・掲出期間  2019年６月下旬～2019年 10月末 

・掲出箇所  公共施設、ＪＲ駅、新千歳空港ほか 

・種   類  ４種類 

実行委員会選定：２種類（写真コンテストの受賞作品を活用） 

倶知安町民会議選定：２種類（町民会議選定デザイン） 

■ シンポジウム  

持続可能な観光による地方創生 ～住んでよし、訪れてよしの地域づくり～ 

・日   時  2019年 5月 24日（金） 14:00～17:30 

・主   催  観光庁、倶知安町、Ｇ20観光大臣会合実行委員会 

・会 場  倶知安町公民館 

・登 壇 者  ロス・フィンドレー氏（㈱ＮＡＣ代表取締役） 

山田桂一郎氏（JTIS SWISS代表） 

シャノン・ストーウェル氏（ATTA CEO） ほか 
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発行した冊子         

 

 

しりべし iネットトップページ           
                     

スタンプラリーちらし 

■ Ｇ20観光大臣会合「学生サミット」〔予定〕 

・日   程  2019年８月下旬 

・主   催  Ｇ20ＭＴＭ学生サポーターズ、Ｇ20観光大臣会合実行委員会 

・共   催  札幌国際大学 

・会   場  札幌国際大学 

・テ ー マ   （仮称）「観光で地域は変わる」 

・参 加 者  道内の大学生 150名程度 

・内   容  講演会・グループディスカッション・学生サミット宣言 

※ 内閣府「地方創生普及啓発イベント」との連携 

■ Ｇ２０中心街活性化プロジェクト【連携事業】 

・開催時期  2019年１月～１０月（冊子発行は３月）  

・主   催  中心街活性化プロジェクト実行委員会 

・開催場所  倶知安町中心街 

・内   容  地域住民及び観光客に対して、倶知安町が「Ｇ２０」 

開催地であることのＰＲを実施 

・倶知安町中心街飲食店舗を紹介するガイド冊子に、

「Ｇ２０」開催に関する情報を掲載 

・倶知安町中心街の各飲食店舗にて「Ｇ２０開催記念

メニュー」を作成・提供  

■ しりべしｉネットでのカウントダウンＰＲ 【連携事業】 

・実施時期  2019年４月８日（月）～１０月２６日（土） 

・主   催  一般社団法人 しりべしツーリズムサポート 

・内   容  後志管内の情報を発信するポータルサイト「しりべ

しｉネット」トップページにおけるカウントダウンＰＲ

を、開催 200日前から実施 

■ 「知産志食しりべし」スタンプラリー２０１９ 【連携事業】 

・開催時期  2019年４月２７日（土）～１２月１日（日） 

・主   催  小樽商工会議所 

・開催場所  後志管内全２０市町村 

・内   容  「Ｇ２０観光大臣会合」開催告知や、「食」や「観光」 

の情報提供、来道される国内外の観光客に向けた 

ＰＲを実施 

・しりべしの食の魅力を発信 

・しりべしの観光情報の発信 

・管内道の駅、物産施設を巡るスタンプラリー 
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2 おもてなし                                   会合で来道する各国の大臣等をオール北海道で歓迎する。 

                     
 

 

 

<イメージ>  歓迎レセプション（ 左 太平洋島サミット   右 APEC貿易担当大臣会合 ）         
  

<イメージ> 二風谷刺繍タペストリー（額入り）       

■ Ｇ20観光大臣会合高級実務者級会合／地元歓迎レセプション 

・日   時  2019年５月 23日（木）18：30～20：00 

・会   場  ＳＫＹＥ ＮＩＳＥＫＯ（倶知安町字山田） 

・主   催  Ｇ20観光大臣会合実行委員会、倶知安町Ｇ２０観光大臣会合推進町民会議 

・招 待 者  100名程度（Ｇ20各国、招聘国、ＵＮＷＴＯ、実行委員会関係者ほか） 

・概   要  立食形式、ビュッフェ、道産酒（ワインと日本酒）や新鮮な道産食材による料理の提供 

■ Ｇ20観光大臣会合／地元歓迎レセプション〔予定〕 

・日   時  2019年 10月 25日（金） 夕方 

・会   場  ヒルトンニセコビレッジ（ニセコ町東山温泉） 

・招 待 者  300名程度（Ｇ20、招聘国、ＵＮＷＴＯ，道内経済団体ほか） 

・概   要  立食形式、ビュッフェ、道産酒（ワインと日本酒）や新鮮な道産食材による料理の提供 

■ 記念品贈呈 

○高級実務者級会合（５月） 

・来道される各国、団体に一つずつ贈呈 

・「二風谷刺繍タペストリー（額入り）」 

  ○大臣会合（10月） 

   ・未定 
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３ 地域ＰＲ                                   
会合に参加する各国の政府関係者、観光関係団体や報道関係者等に「食」や「観光」など本道の

様々な魅力を発信する。                  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<イメージ>  情報発信ブースの設置  (APEC貿易担当大臣会合) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■ 食のＰＲイベント  まるしぇ 20（twenty） 

・日   時  2019年９月中旬～10月下旬 

・会   場  未定 

・協   力  北海道観光振興機構 

・内 容  道内特産品の販売とシェフによる料理の提供を通した道産食品のＰＲイベント 

■ プレスツアー（ＪＮＴＯファムトリップとの連携）〔予定〕 
・日   時  2019年 10月 27日（日）～29日（火） 

・招   聘  海外メディア 

・会   場  後志管内ほか 

・主 体 等  ＪＮＴＯ、北海道観光振興機構、Ｇ20観光大臣会合実行委員会 

■ 情報・ＰＲブースの設置 

・日   時  2019年 ５月 23日（木）・24日（金） 

2019年 10月 25日（金）～10月 27日（日）  

・会   場  高級実務者級会合（シンポジウム会場など） 

観光大臣会合（会場、地元歓迎レセプション会場など） 

・協   力  北海道観光振興機構 

・内   容  北海道・後志観光ＰＲ など 
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４ 開催支援                                   会合開催に係る受入体制の整備を行うとともに、会合の円滑な開催を支援する。                                ニセコ HANAZONOリゾート         NIKI Hills(仁木町)での昼食会        
 

実行委員会ＨＰ 

 

 

 

※ その他、大臣会合の詳細が明らかになった段階で、エクスカーションや地

元交流事業などの実施について検討します。 

 

※ 今後も実行委員会主催事業に対するご協力や、気運醸成に向けたＰＲの

実施など連携事業を実施していただきたくよろしくお願いいたします。 

 

■ インバウンド需要促進事業（「雪まつり」に合わせた招聘事業）【連携事業】 

・日   時  2019年 2月 5日（火）～8日（金） 

・主   催  ジェトロ北海道 

・共   催  経済産業省北海道経済産業局 

・後   援  観光庁、ＪＮＴＯ、北海道、Ｇ２０観光大臣会合実行委員会 

・招 聘 国  Ｇ２０国を中心に招聘 

・内 容   「ＭＩＣＥ（Ｇ20観光大臣会合会場下見含む）」「匠」「美」の３コースに分かれて産業 

視察・情報発信活動を行い、札幌「雪まつり」で３チーム合流。 

最終日は「世界女性市場開拓フォーラム」を開催。 

（ＭＩＣＥコースには在京大使館関係者に参加いただき、Ｇ20観光大臣会合に向けた 

倶知安に関する事前の情報提供となった。） 

■ Ｇ２０観光大臣会合実行委員会ホームページ開設 

・開設時期  2019年３月～ 

・内   容  Ｇ２０観光大臣会合の開催支援を目的とした各種の情報

発信に向けて、道庁ホームページ内に、Ｇ２０観光大臣会合

実行委員会のページを開設。 



 Ｇ２０観光大臣会合に向けた関連事業スケジュール（主な取組）                         （2019 年４月末現在） 

－ 

1 月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 

          

 

          

歓迎用ポスター 

期間 2019年６月下旬～2019年 10月末 （JR駅は 10月頃） 
種類 ４種類 ・実行委員会選定：２種類（写真コンテストの受賞作品を活用） 

・倶知安町民会議選定：２種類（町民会議選定デザイン） 

告知用ポスター 

期間 2019年３月～2019年６月下旬 
ウェルカム・キャッチフレーズ 

12／14～1／15 
583作品 

最優秀賞１、優秀作品２ 
 

写真コンテスト 

期間 2019年４/1～５/10 

高級実務者級会合 

5／24 

観光大臣会合 

10／25・26 

横断幕・懸垂幕 １/４～10月末    掲出箇所 道庁本庁舎 １階 ロビー、後志総合振興局、倶知安町役場、ＪＲ倶知安駅、新千歳空港 

カウントダウン 

モニュメント設置５月 

「学生サミット」 

８月下旬 
会場 札幌国際大学 
大学生 150名程度 

食ＰＲイベント 

まるしぇ 20 

９月中旬～10下旬 

歓迎レセプション 10／25 歓迎レセプション 5/23 

インバウンド需要促進事業 

（「雪まつり」招聘事業） 

［連携事業］ 

2／5～８、ジェトロ北海道 
Ｇ２０国を中心に招聘 

プレスツアー 

（JNTOファムトリップ） 

情報・ＰＲブース設置 

（観光大臣会合会場他） 

情報・ＰＲブース設置 

（歓迎レセプション・ 
シンポジウム会場） 

開催 

支援 

おも 

てな 

し 

気運 

醸成 

地域 

ＰＲ 

公開シンポジウム５/24 

記念品 記念品 

Ｇ20中心街活性化プロジェクト［連携事業］ １月～10月    ガイド冊子でのＧ２０のＰＲ、飲食店での「Ｇ２０開催記念メニュー」の提供 

しりべし iネットでのカウントダウンＰＲ［連携事業］ ４月～10月    トップページでのカウントダウン 

「知産志食しりべし」スタンプラリー２０１９［連携事業］ ４月～1２月    後志管内道の駅を巡るスタンプラリー 

実行委員会 

ＨＰ開設３月～ 



 
主  催：国土交通省観光庁、倶知安町、 

G20観光大臣会合実行委員会 

協  力：倶知安町 G20観光大臣会合推進町民会議 

総務省北海道総合通信局 

経済産業省北海道経済産業局 

国土交通省北海道開発局 

国土交通省北海道運輸局 

北海道 

北海道観光振興機構 

北海道アドベンチャートラベル協議会（HATA） 

世界観光機関(UNWTO) 

定  員：先着４５０名 

参 加 費：無料 

申込方法：裏面の申込方法をご確認の上、 

お申し込み下さい。 

２０１９年５月８日（水）締切 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催日時 
２０１９年５月２４日（金）       １４：００－１７：３０ 開催場所 倶知安町公民館 

（文化福祉センター） 
〒０４４－００１３ 
北海道倶知安町南３条東４丁目２－２ 

函
館
本
線   

倶
知
安
駅 

函
館
→ ←小樽 倶知安 

警察署 倶知安 
町役場 

倶知安小 中央公園 国
道
５
号
線 国道２７６号線 

会場 
倶知安町 後志 

総合 
振興局 

駐車場 
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下記「参加にあたっての承諾事項」を了承の上、参加を申し込みます。参加者（合計    名） 

 

所属 役職 *氏名【フリガナ】 *Eメール *電話番号 

     

     

     

     

＝プログラム＝ 

開会挨拶（観光庁、倶知安町） 

基調講演Ⅰ 

 講演者 ＵＮＷＴＯ関係者 

基調講演Ⅱ 

 講演者 シャノン・スト－ウェル 
（アドベンチャートラベル・トレード・アソシエーションＣＥＯ） 

パネルディスカッションⅠ 

「自然環境を守り、活用する観光地域づくり」 

 講演者 

  ロス・フィンドレー（（株）NAC代表取締役） 

  山田桂一郎（JTIC SWISS代表） 

  シャノン・ストーウェル    他 

パネルディスカッションⅡ 

「地域の文化を生かした観光地域づくり」 

 講演者 

  秋辺日出男（阿寒アイヌ工芸協同組合専務理事） 

  多田稔子（（一社）田辺市熊野ツーリズムビューロー会長） 

   片山健也（ニセコ町長） 

  ＪＩＣＡ関係者        他 

まとめ及び閉会挨拶 

【申込方法】 
・webサイトからの場合、以下の北海道運輸局

ＨＰから参加申込書を入手いただき、必要事項

を記載の上、メール又は FAXにてお申し込み

下さい。 

Email: hkt-g20som@mlit.go.jp 
 
 
 
 

・FAXの場合は、以下の FAX用参加申込書に

必要事項を記載し、お申し込みをすることも可

能です。 

ＦＡＸ：011-290-2702 

「持続可能な観光による地方創生国際シンポジウム」 参加申込書 

【参加にあたっての承諾事項】 
※開催にあたり、会場の様子などを撮影し、ホームページ、報道媒体、広報誌等へ掲載させていただきますので、

ご参加にあたりあらかじめご承知おき下さいますよう、よろしくお願いいたします。 
※ご記入いただいた個人情報は、当シンポジウムの運営に必要な範囲でのみ、利用させていただきます。 

*記入必須事項 

※会場の都合上、定員になり次第、締切りとさせていただきます。 

※原則、参加申込書を送付いただいた時点で登録完了となります。ただし、定員に達した場合等、ご来場をお断りさ

せていただく場合もございます。その場合は、メール又は電話にてご連絡させていただきます。 

【概要】 
観光分野においては、国連による 2017年の持続可能な観光国際年（IYSTD）等近年の国際的な動向を受け、

「持続可能な観光」に向けた取組の重要性が高まっています。持続可能な観光の実現には、訪問客、産業、環境、

受け入れ地域の需要に適合しつつ、環境、経済、地元社会の３つの側面において適切なバランスが保たれることが

重要です。 

本年 10月に北海道倶知安町において G20観光大臣会合が開催されることを受け、この度、持続可能な観光を

テーマとする国際シンポジウムを開催いたします。本シンポジウムを通じ、地域の自然や文化を生かした観光地域づ

くりについて、「住んでよし、訪れてよしの地域づくり」の観点から具体的な取組について議論し、持続可能な観光に

よる地方創生の方向性について考察する機会といたします。 
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